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問
／
子
ど
も
の
育
ち
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す

る
中
、
子
育
て
支
援
を
行
う
民
間
の
団
体
等
と
行
政
が
連

携
を
強
め
、
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
／
子
育
て
支
援
団
体
の
活
動
は
、
行
政
に
は
な
い
柔
軟

さ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
不
可
欠
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
日
頃
か
ら
意
見
交
換
や
助
言
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、

公
の
施
設
使
用
料
の
減
免
等
で
団
体
の
活
動
を
支
援
し

て
い
る
。
ま
た
、
専
門
性
や
知
見
を
い
か
せ
る
分
野
に
つ

い
て
は
、
業
務
を
委
託
す
る
な
ど
、
今
後
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
必
要
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
／
令
和
６
年
度
か
ら
公
立
保
育
園

で
実
施
す
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
（
仮
称
）」
の
詳
細
は
。

答
／
空
き
定
員
の
あ
る
公
立
保
育
園

で
実
施
し
、
生
後
６
か
月
か
ら
満
３

歳
未
満
の
未
就
園
児
を
対
象
に
、
保
護
者
の
就
労
要
件
を

問
わ
ず
、
月
10
時
間
を
上
限
に
保
育
園
を
利
用
で
き
る
。

現
行
の
一
時
預
か
り
事
業
と
は
違
い
、
子
ど
も
の
育
ち
を

応
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

問
／
上
越
の
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
に
関
わ
る
保
育
士
等

に
対
し
て
、
市
独
自
の
処
遇
改
善
を
行
う
考
え
は
。

答
／
市
独
自
の
処
遇
改
善
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。
一

方
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童
数
が
増
加
し
て
お
り
、

令
和
６
年
度
は
私
立
園
に
対
す
る
障
害
児
保
育
委
託
料

の
基
準
額
を
見
直
し
、
体
制
確
保
に
努
め
る
。

問
／
当
市
は
市
域
が
広
大
で
あ
る
。
正
し
く
避
難
す
る
た

め
に
地
域
別
に
二
次
情
報
発
信
が
で
き
な
い
か
。

答
／
地
域
別
の
二
次
情
報
発
信
は
膨
大
な
情
報
整
理
が

必
要
で
人
員
確
保
が
課
題
で
難
し
い
。
防
災
行
政
無
線
や

防
災
ラ
ジ
オ
等
に
よ
り
適
時
適
切
な
発
信
に
努
め
る
。

問
／
避
難
所
開
設
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
だ
が
、
町
内

会
長
と
防
災
士
と
の
連
携
強
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
ガ

ラ
ス
を
割
り
開
設
し
た
避
難
所
が
あ
る
が
、

地
震
解
錠
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
は
。

答
／
避
難
所
開
設
事
前
打
合
せ
の
際
、
防

災
士
に
も
直
接
連
絡
し
参
加
を
促
す
。
地

震
解
錠
ボ
ッ
ク
ス
は
検
討
材
料
と
し
た
い
。

問
／
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
界
が
あ
る
。
専
用
の
母

子
避
難
所
や
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
の
設
置
検
討
を
。

答
／
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
避
難
が
長
期
化
し
た
際

は
、
適
し
た
専
用
の
避
難
所
の
環
境
を
整
え
た
い
。

　
当
市
に
災
害
派
遣
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
を
！

問
／
災
害
時
の
ト
イ
レ
事
情
は
深
刻
で
あ
る
。
凝
固
剤

ト
イ
レ
や
仮
設
ト
イ
レ
で
は
人
々
の
心
や
体
は
守
れ
な

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
に

よ
る
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
、
当
市
の
災
害
対
応

に
備
え
る
と
と
も
に
、
全
国
の
災
害
応
援

活
動
に
参
加
し
て
は
ど
う
か
。

答
／
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
は
ト
レ
ー

ラ
ー
だ
け
で
は
な
い
が
今
後
検
討
し
た
い
。

問
／
地
方
創
生
ス
タ
ー
ト
か
ら
10
年
、
現
状
と
今
後
の
対

策
は
ど
う
か
。
中
山
間
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
に
向

け
、
地
域
の
拠
点
と
地
域
運
営
組
織
を
整
備
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
／
将
来
の
推
計
人
口
で
は
厳
し
い
予
測
が
出
て
い
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
人
口
減

少
対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
や
地
域
の
繋
が

り
の
構
築
、
地
域
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
が
必
要
。

問
／
若
年
女
性
の
流
出
対
策
は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
／
若
年
層
の
転
出
超
過
は
緩
和
傾
向
で
あ
り
、
引
き
続

き
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
や
働
く
場
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
や
保
育
料
軽
減
な
ど
、
総
合
計
画
に

基
づ
き
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
新
設
し
、
こ
ど
も
計
画
を
検
討
す
る
。

　
保
倉
川
放
水
路
整
備
で
地
震
津
波
対
策
を
十
分
に

問
／
能
登
半
島
地
震
を
受
け
不
安
の
声
を
聞
く
。
地
震
津

波
対
策
は
十
分
に
行
う
べ
き
だ
。

答
／
Ｌ
２
津
波
で
は
一
部
で
浸
水
被
害
発
生
の
可
能
性

が
あ
る
。
安
心
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
国
に
求
め
る
。

問
／
保
倉
川
分
岐
部
の
堰
の
構
造
を
住
民
に
丁
寧
に
説

明
し
て
ほ
し
い
。
津
波
対
策
で
河
口
堰
が
有
効
で
は
。

答
／
堰
等
の
構
造
は
、
水
質
な
ど
環
境
へ
の
影
響
等
を
踏

ま
え
、
地
域
住
民
と
関
係
機
関
で
協
議
し
決
定
す
る
。
津

波
対
策
は
様
々
な
視
点
で
検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

大
島　
洋
一
（
久
比
岐
野
）

人
口
減
少
社
会
対
策
の　

強
化
・
見
直
し
を

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

民
間
と
行
政
で
一
体
と

な
っ
た
子
育
て
支
援
を
！

高
山　
ゆ
う
子
（
み
ら
い
）

こ
の
地
震
・
津
波
経
験
を

教
訓
に
備
え
を
！


